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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人情報処理学会（IPSJ）及び一般

財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS X 3005 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS X 3005-1 第 1 部：枠組 (SQL/Framework)  

JIS X 3005-2 第 2 部：基本機能 (SQL/Foundation)  

JIS X 3005-4 第 4 部：永続格納モジュール (SQL/PSM)  

JIS X 3005-13 第 13 部：Java プログラム言語を用いる SQL ルーチン及び型 (SQL/JRT)  

JIS X 3005-14 第 14 部：XML 関連仕様 (SQL/XML)  

注記 この規格群に対応する国際規格 ISO/IEC 9075 には，上記の部のほかに，第 3 部：呼出しレベル

インタフェース (SQL/CLI)，第 9 部：外部データ管理 (SQL/MED)，第 10 部：オブジェクト言

語結合 (SQL/OLB)，第 11 部：情報スキーマ及び定義スキーマ (SQL/ Schemata) もある。 
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Part 4: Persistent Stored Modules (SQL/PSM) 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 6 版として発行された ISO/IEC 9075-4 :2016 を基に，技術的内容及び構成を変

更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

注記 この規格は，JIS X 3005-4 として制定されたが，実質的には，2015 年 6 月に廃止された JIS X 

3005-4:2002 (ISO/IEC 9075-4:1999) の改正である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，SQL サーバモジュール中で，永続データベース言語ルーチンの宣言及び保守のためのデー

タベース言語の構文及び意味について規定する。 

<外部呼出し手続>及び<SQL 呼出しルーチン>のためのデータベース言語は，次の仕様を含む。 

－ 制御の流れを指示するための文の仕様。 

－ 変数及びパラメタへの式の結果の代入。 

－ SQL 呼出しルーチンの実行中に引き起こされる種々の条件をその SQL 呼出しルーチンが処理できる

ようにするための条件ハンドラの仕様。 

－ 例外条件を信号として送る (signal) 文及び信号として再送する (resignal) 文の仕様。 

－ 元祖 SQL サーバカーソルの宣言。 

－ 局所変数の宣言。 

SQL サーバモジュール及び SQL 呼出しルーチンに関するスキーマ情報を含む情報スキーマ表の定義も

含む。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/IEC 9075-4:2016，Information technology－Database languages－SQL－Part 4: Persistent Stored 

Modules (SQL/PSM)（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）は適用しない。 


